
 

 

ユーザー様 各位 

令和 7 年 7 月 31 日 

デンタルシステムズ株式会社 

謹啓 

貴医院におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

バージョンアップ作業を実施していただきますようお願い致します。 

お問い合わせ先  

サポートセンター    電話番号   050-5538-5452 

   e-mail        ds-desk@dentalsystems.jp 

 

 

 

 

月末月初は電話が混み合う場合がありますが、留守番電話に繋がりますのでお名前と電話番号をお残しください。 

折り返しご連絡申し上げます。また、ご質問はメールでも受け付けしております。 

順次返答させていただきますので、少々お時間をいただくこともございますがご活用ください。 

 
謹白 

 

＜ バージョン３.００.０３変更一覧 ＞ 

バージョン番号の最も大きいものを 1 回だけ実行すれば過去の差分も全てインストールされます。 
 

入力マスターを更新 
各種電算マスターと「医薬品マスター」「郵便番号マスター」「保険者マスター」を最新の
マスターに更新。 

全国 

機能追加/不具合修正 
新機能の追加と不具合の修正を行いました。詳細は『POWER4G バージョンアップ詳細』 
をご参照ください。 

全国 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

【POWER4G／５G 向けユーザーサイトご活用のお願い】 

お電話の前に、ユーザーサイトのよくある質問をご確認ください（随時更新） 

オンライン請求の操作方法や、よくある操作質問について、画像／一部動画付きで解説しております。 

QR コード、もしくは、URL（https://contents.dentalsystems.jp/knowledge）よりご確認ください。 

【バージョンアップがうまくできないときの対処法】 
お電話の前に、ユーザーサイトをご確認ください。（随時更新） 

バージョンアップがうまくできない場合の対処法については、右の QR コードから直接該当 

ページへ進むことができます。 
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＜機能追加・不具合修正＞ 
 
訪問診療集計 
自費カルテ OFF（窓口会計からでも自費を入れられるモード）の場合であっても、 
訪問会計画面で自費金額を入力した後に、処置入力の更新を行うと、 
訪問診療集計で再集計を行った際に、入力した自費金額が消えてしまう不具合を修正。 
 
⾧期収載品の薬剤を患者都合で処方し、選定療養費の金額が存在する場合は、訪問会計画面にて、 
選定療養費の金額が「保険外請求額入力画面」の右上部に表示されます。 
 
また、下記に全て当てはまるケースのみ、動きが変更になりますので、ご承知おきください。 
※外来の場合や、⾧期収載品の薬剤に対し、摘要を入れて通常の保険請求をする場合は該当しません。 
 
・⾧期収載品に該当する薬剤を患者都合の理由で出しており、選定療養費を自費で患者様から頂く場合 
・訪問診療画面より自費の項目を金額を手打ちして入力している場合 
 
 
例:⾧期収載品薬剤の選定療養費で 33 円（税込）の負担がある場合 
 
 
 
 
 
■自費金額が 0 円の場合 
処置入力データから⾧期収載品の選定療養費を算出し、訪問会計画面に自費金額が自動で表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※後から処置入力を変更し、選定療養費の金額が変更になった場合は、自動で金額が変更されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例では、選定療養費が後から修正されて

55円となっており、最初に自動算出され

た 33円と金額が異なっております。 

 

右上に表示された選定療養費の金額を参

照し、自費の金額を手入力で修正いただ

きますようお願いいたします。 
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＜機能追加・不具合修正＞ 
 
■自費金額がある場合 
 
例:自費診療で 5,500 円（税込）と、⾧期収載品薬剤の選定療養費で 33 円（税込）の負担がある場合 
 
選定療養費は自動で含めることができかねます。右上に表示される選定療養費の金額を参照し、 
自費金額と合算した金額を手入力でご入力いただきますよう、お願いいたします。 
 
 
 
  

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜都道府県別の変更＞ 
 
(熊本県) 地単項目の追加 
熊本県内の各市町村が実施する医療費助成制度において、医療保険の一部負担金の 3 分の 1 が窓口徴収
額となる制度(例:熊本市 ひとり親家庭等医療など)に対応した地単項目を作成。  
尚、一部負担金が 21,000 円以上となる場合、加入保険種別などによって現物給付となるか償還払いと
なるかの取り扱いが異なる場合があるため、制度に合わせて該当する方の地単項目を選択してください。 
 
新規地単項目 1・・「1/3 負担 上限なし」 
 
新規地単項目 2・・「1/3 負担 上限 21,000 円」 
 
※窓口徴収額、並びに公費併用レセプトに記載する患者負担額(公費)の計算方法については令和 6 年 

１０月改正「熊本市医療費助成 医療費請求事務の手引き(併用レセプト方式)」に準じて作成されて
います。 

 

【内税設定の場合】 

例では自費 5500円（税込）、 

選定療養費が 33円（税込）となっています。 

合算した金額：5500＋33＝5533円（税込） 

 

合算された自費の金額（5533円）を手入力で打

ち込み、ご修正をお願いいたします。 

 

 

【外税設定の場合】 

例では自費 5000円（税抜）、 

選定療養費 30円（税抜）となっています。 

合算した金額：5000＋30＝5030円（税抜） 

 

合算された自費の金額（5030円）を手入力で打

ち込み、ご修正をお願いいたします。 

 



 

 

   
バージョンアップ前に必ずバックアップを取ってください。 
バージョンアップは Windows 起動直後に実施してください。 
(パソコンの電源を一度切った後に作業を行います) 

 
①『POWER4G』を終了し、全てのコンピュータの電源を切ります。 

2 台以上コンピュータを使用されている場合は子機の電源を全て切り、親機の電源は最後に切って 
ください。また、電源を切る際に必ずバックアップを取ってください。 

 
②親機のみ電源を入れます(コンピュータ 1 台のみの場合は親機、子機の区別はありません)。 

バージョンアップを行う前に『POWER4G』を起動しないようにご注意ください。 
 
③CD-ROM ドライブにバージョンアップ CD をセットします。 

バージョンアップの準備をしています．．．と画面に表示されます。パソコンの性能や環境によっては 
この画面が 10 分くらい表示されることもありますが、次のプログラム解凍画面に移動するまでこの
ままお待ちください。その後、プログラムの解凍画面に切り替わります。 

 
 
 
 
 

 
 
④更新を実行します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑤CD を取り出してコンピュータの再起動を行います。  
 
 
 
 
 

  
※コンピュータが 1 台の場合、バージョンアップ作業はこれで完了です。  
 
 
 
⑥親機の作業終了後、親機の電源は入れたままで子機の電源も入れ、『POWER4G』を起動します。 
 
 
 
 
 
 

  
※子機が複数台ある場合、同時にバージョンアップが可能です。子機の起動を確認して作業終了です。 

この画面は 10 分くらい表示 
されることもあります。 

プログラムの解凍が始まり
ます。準備中なのでしばら
くお待ちください。 

プログラムとデータベースの
更新画面に切り替わりました
ら、更新を実行するボタンを
クリックします。 

更新状況が表示されます。完了して画面
が切り替わるまでお待ちください。 

『正常に終了しました』と表示さ
れましたら、CD を取り出します。 
しばらくすると自動でパソコンが
再起動されます。 

コンピュータが再起動しました
ら、『Power4G』を起動し、正常に
作動するか確認をお願いします。 

※『データベースとプログラムのバージョ
ンの整合性がとれません。』と表示されな
い場合は上記手順③～⑤と同様に子機に
CD をセットしてバージョンアップを行い
ます。 

 

  子機の POWER4G を起動する
と、『データベースとプログラムのバ
ージョンの整合性がとれません。』と
表示されますので『自動でバージョ
ンアップ』をクリックします。 

 

 

 

バージョンアップ作業手順 

コンピュータが 2 台以上ある場合 


